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植物の雌雄性及び品種間雜種とピタミシB1含有量

との關係に就いて※

飯 島 隆 志

Studies on vitamin B1 contents in regard to sexual difference 

in a plant and a hybridization among varieties

T. IIJIMA

It 緒 言

枝物に於ける雌娃性とビタミン含有量との閑係については 既にプロビタミンA及びビタミンCについ

て菅原博二L･(lr-,)の報薯があるが/ビタミンBl関係について絃末た見常らない枝であるo

又雑種の臣岩床について絵青嵐 との面其他から,それらのビタミン131含有量の関係を明かにする事も

有意義なものと考え奉英誌を施行したものである｡

本尖筆施行に苦り資料の分議を戴いた長野農試大和技師,桔梗原玉萄黍試験地浦野技師に対 し深甚な

る謝意を表する｡

汀.賓敬材料及び方法

供試材料 として用いた讃積草の品種は西洋大業,Virofhy,次郎丸 日本在衆の四品種で何れもタキ

イ種苗合致より,アスパラガスは ユlaryW舶hingto71,ズイヨウ,CollnOVCr'6ColosSnlの三品霞を供し

たが此の中前の二品種は長野農試より,文王昂黍は Wisco]1CinhTo690,愛妹大玉萄黍及びこの一代稚

秤,Rcl'(1'sFar】yYello11･,在乗積及びこの一代難桂を供 したが,何れも桔梗原玉萄黍試臨地より,叉茄

子では BtlrlX氾'sBhckBcallty,展望及びこの一代雑種を用いたが,BllrIわC'sl恥cklミcalltyは米図

バ～ピー種苗食紅より,虞黒はタキイ軽苗昏杜より種子を取寄せた ものである｡

何れ も各 対々象区 とは拭乗るだけ栽培燥件を同じくした圃場栽培の生産中庸のものを供試 した｡

供託個体数は讃萌革,アスパラガス,茄子に於ては各区共各々10個体宛を各.r,回の分析の繰返により

その平均値を出し,玉萄黍では各々6回の分析結果の平均値を出した｡又何れも差の捻定を行い有意水

墜をo.05として判断した｡

ビタミンB1の分析法拭二Pcrmlltit-Thiocrom法 (西尾 1946)(9)により欝光分析を行った｡

香料は棄身の場合は一つの塁の葉身重体より採取し,茄子の果実の場合は,皮部及び種子を除外して

苑内の部分のみを供した｡

臥 費験結果及び考察

I.植物の雌娃性とビタミンB1濃度との関係｡

開花期に於ける Virofhy,次郎丸,日本在乗,西洋大電讃藻草及び,開7日乱 究果練熟現のアスパラ

ガス MllryWfLqhi工lgtOI】,ズイヨウ,Corll10VCrlsColos5.11菜身Bl濃度の戯饗別此校をした結果が第1

餐,第白衣,第3表の如 くであった｡

即ち何れに於てら雌株の方にビタミンB1の濃度の大を認める事が出乗る｡之 らの点は従乗の報告(1-A)

に於けるプtlビタミンA,ビタミンCと傾向を一にしているが,ビタミンTSlの場合に於て雌株の方に濃

度が大であるの現象は先に報菅 した物質代謝の旺盛な部分に ⅠiL濃度の大である点(4),或はクTH ,フイ

主:i:'本研究要旨は昭和36年産枚挙園準壁掛 こ於て発表したO
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第 1表 開花期の讃輩草葉身に於ける lil濃度のLl醜 聞差異

品 種 名 巨性 別 】生体削 7‡.濃度

西 洋 大 燕 f og
12_0.6r,9占
143.2

viro,1;ly i 69 7 壬誌 …

-T･'･こ J?r, 丸 l:_Li 110.21L76.8
日 本 在 来 l 98 f i芸冨二芸

乾物与りBl濃密

674.5r%
7;'76.1

.比 数

100
115

備考 9月lO日播. 5月18日-5月30日分析

第2衣 開花期のアスパラガス業身に於げろBl濃度の雌雄間差異

晶 塵 名

lhl･yWaShingtoll

性 別 l生体卑りTil濃定 l 比 数 t乾物与り 73L亀鑑

… J ……昌:芸r20' J 圭S字

conl.Lover.SColossal i. 8. r 室設 呈 j 壬2g

ズ イ ヨ ウ l o9 F …:o茎:芸 I ll.0g

456.5r/oo'
469.I

475.2
515.6

備考 収穫後3日日のものを資料として 5月21日-5月24日に分析

第3表 栗果練熟期のアスパラガス英身に於ける Bl濃度の雌雄問差輿

品 種 名 t性 別 F生体fiLりTiL濃度L此 敬 1乾物卑り Til濃度

ユhry W.･1与h;ngtorl
CollnOVer'S('olofiSTLl

7.' イ ヨ ウ

_004.0r/og
i)ill.6 ll.0日 ま595:芸r,90'

.I r.I:.い 鵠 {1'

壬3,01 261;0.･宝
陥考 資料は牧控後3日間のもの 8月-04日-8月_06日分析

ルの含有量は雌株に大であるとの報せ(15)叉は讃萌草では雌株の方が雄株に比し突放,枚の重量共に大で

ある点く1r') 或はアスパラガスでは雌株は雄株に比L SIX!ar-本宮りの太 さに於て優れているとの報%UT')

又は柴茸の良い歩合に 雌株の肇生が大であるとの報薯('o)等との問に 何 らかの関連性がありはしないか

想像する事も出承る｡

何れにせよビタミンB1波圧の雌降に大であるという点 も二次性徴の一つの校である.

次に如何なる熟度に於て も同株の関係にあるかを明かにするために詔巷草では西洋大薬石葎草 (春播

6月11日播種)に関し,着雷直蹄 (7月18日-7月20日分析),着雷閉 (7月22日～7月24日分析),開花期

(7月25日～7月27日分析),結実初期 (7月30日～8月1日分析),結実後期 (8月10日～8月12日分析)に於

て雌雄株別事身のI31濃度を上ヒ硬 した所第1園の如 (.であった｡ 即ち雌雄共P･1濃度は開碍期に最高で

あるが,何れの時期に於ても雌株の方が大である事が認められた ｡

アスパ ラガスでは CollllOVCr'sC｡7os.ml(4飴)で開花期 (r'月21日～5月24日分析),張果赤熱期 (9

月10日～9月12日分析)に比戟 した夙 第2岡の如き結果であった｡一即ち開花瓢 粟梨練熟期では雌株

の方が大であるが,究果赤熱親に到って蓮博し雄株のhが大となる現象を認めたO

この逆特現象は TIF,DJEhTs(F')の雌緒の寿命が健株より短いという点,或は JoyJ･1.㌔(5)の Pnlmcttoの

調杏で地上部の生休重紘栗晃を加えると雌株の方が大で之を除 くと小であるの散骨,又は騒窮酸加里溶

液に対する抗毒性に関し,LlJ崎氏El･q)は讃輩草で 雌株は雄株に比し抗毒性が朗Vlと報告 しているのに対

し,萩原,草光(a)氏のアスパラガスでは逆に雄株のjJ-が与･iいと報告 している点と関連させて考えて見る

と興味深いものがある.
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第 1陶 磁瑛草葉身Bl 濃度の熟度別 第2囲 アスパラガス業身Bl 濃度の熟度別

雌雄間差異

(品種 西洋大要)

雌駐間差異

(品種 Col1110VCr'sColos:sat)

2.品種間雑種とビタミンI31濃度との関係

茄子で P'llrl-∝'sBlackBcallty,炭窯及び之 らの一代雑種,玉竃黍でW iscollCillhTo690,愛媛大玉

局黍一班,及び之 らの一代雑種について之らの果実又は子英のピタミシl',1'含有量を比醸 した結果が第

4表である｡

茄子に放ては供託品種に於げろ品種間童異が極めて大であろので明瞭であり,玉昂黍で抹著 しく抹な

vlが(1r･)何れに於ても品種間一代雑種のビタミン131濃皮は両親のほ 中ゞ間に存在するものの様であるQ

第4表 茄子及び王国黍の品種間稚種とビタミン-Bl 含有量 との関係

備考 熟度 茄 子 中熟期 供試材料平均生体貢 RllrPee'sBlack13enllty.･397･5g

碓 種 240.0g

括 黒 116.3g

王国委 完熟期
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猛物質代謝の旺盛な部分にBi濃度の大である点く4)等 と関連 して,雑種強勢 とIBl濃度 との問に何ら

かの関連性がありは しないか とも考えたが本実験結果のみでは明かでなかった｡東に窒葉等の Bl濃度

について も槍討を要するもの と思われる｡

W. 摘 要

1,開花期の讃藻草 Virofhty,次郎丸 日奔在乗,西洋大菜の四品校及び開花期,張果練熟期のアス

パ ラガス Co11-10VCr'S̀colossal,LlhryW 恥I､illgtOll,ズイヨウの三品種に於けろ葉身 lil濃度は何れも

雌株の方が雄株に比 して大であった｡

2,滋童草の西洋大葉,アスパ ラガスの Con710VCrlsColo.q･Salに於て熟鑑別雌姪別比較を 行った結果

r測定托園内では脚雄共の Iil演皮は開花期に最高で,以後漸次下降するが,讃藻草では結実後期まで雌

株に濃度 大を認め,アスパ ラガスでは渠具の赤熱明に逆持 し,雄株の方に BLの濃愛犬を認めた0

3･茄 子のBlll･lhl'sBlackBcalltyX眉黒,玉萄黍の WiSCOTLc･hlh'06<JOx愛媛大重昂黍一統,Rcid's

J=flrlyYcllo､l7×在額環 の三組合せの品種間稚積に於ける731濃度の･Hl掟 の結果,之 らの一代雑種の男英

文は子実のビタミンJil濃度紘大凡両親の中間の存在する苛が認められo
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